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  令和８年度 学校生活のきまり 

                             大阪市立玉川小学校 

                          校長 小坂 元彦 
 

  

登校 

１． 集団登校に遅れないように家を出て、午前８時０５分から１５分の間に登校しましょう。 

（出発時刻になっても集合場所にいない時は、先に出発します。） 

２． 元気よく、朝のあいさつをしましょう。 

３． 登校後は、無断で学校の外に出ないようにしましょう。 

 

 
 

     午前８時３０分～８時４０分 

１． 月曜日           児童朝会 

火曜日・木曜日   読書タイム  

水曜日          おはようタイム 

金曜日            児童集会 （月1回） その他 読書タイム 

２． 雨天の時    水曜日は教室でおはようタイム 

３． 水曜日・金曜日は生活班で活動 

※ チャイムが鳴ったら始まります。時間に間に合うように集合して並ぶようにしましょう。 

 

休けい時間  

１． お互いにゆずりあって、仲よく遊びましょう。 

２． 自分の使った遊具は、きちんと後片づけをしましょう。 

３． ボールを使う遊びは、きまりを守って遊びましょう。 

４． 雨天の時は、教室で静かに過ごしましょう。 

５． 運動場に出るときは、赤白帽子をかぶりましょう。 

６． 授業後はすぐにトイレや次の授業の用意をしてから休み時間にしましょう。 

チャイムが鳴ったら授業を始めるので、鳴る前に教室へ戻りましょう。       

７． 冬の期間は、手袋をつけてもよいです。ただし、遊具遊びの時ははずしましょう。 

 

 

服装 

1． 登校時、標準服を着て、標準帽をかぶり、名札を付けましょう。 

２． 寒い時期は、手袋とネックウォーマーをして登校してもよいです。(安全面を考慮し、マフラーは不

可) 

 暑い時期は、日傘やネッククーラー等を使用して登校してもよいです。 

３． 体調に合わせた服装を選びましょう。 

 

  

始業前 

児童用 



 
 下校 

１． 下校時刻を守りましょう。 

     校庭開放 … 午後４時４０分（３月～１０月）     午後４時２０分（１１月～２月） 

  ※ 校庭開放に参加する児童（２年～６年）も下校時刻を守りましょう。 

  ※ 校庭開放に参加する時は、必ず家の人に許可をもらってから参加しましょう。 

    また2年生は、水、木、3年生は水、木、金のみ、参加できます。（１年生は不可、4年生は委員会のあ

る日は不可です。） 

２． 寄り道をせず、交通安全に気をつけ、決められた道を通って帰りましょう。 

３． 下校した後は、学校に来ないようにし、忘れた物を取りに戻らないようにしましょう。どうしても必要

な時は、家の人と一緒に取りに来ましょう。 

 
 

 家に帰ってから 

１． 家から出る時は、行き先・目的・帰る時刻を家の人に必ず知らせましょう。 

２． 公園などで遊ぶ時は、一人で遊ばない。また、エレベーターに一人で乗るときは気をつけて乗りま

しょう。 

３． 自転車の二人乗りや危険な遊びをしません。また、危険なところへ行かないようにしましょう。 

４． 校区外・ゲームセンターなどに子どもだけでは行かないようにしましょう。 

※ 下福島公園は、家の人の付き添いがあれば遊ぶことができます。 

（登下校時に公園内を通ることはできません。またグランド内では遊べません。） 

５． 川・プールに子どもだけで行かないようにしましょう。 

６． 知らない人に声をかけられてもついて行かないようにしましょう。 

 
 

 その他 

1. 学習に必要でないものは、学校に持ってきません。（キーホルダー・シャープペン等も含みます。） 

２． 持ち物には、学年・組・名前をきちんと書き、大切にしましょう。 

３． あいさつは、学校でも家庭でも、元気よくできるようにしましょう。 

４． 水分補給のために、水筒以外にペットボトルを持ってきてもよいです。ただし、ペットボトル

のキャップと本体に名前を書いてください。飲料は、水かお茶だけとします。空のペットボ

トルは必ず持ち帰って処分をお願いします。 

 

※欠席、遅刻、早退は事前に「ミマモルメ」にご登録いただき、アプリ又はＷＥＢで学校へご連

絡ください。 

※携帯電話の所持や使用、SNSやゲームについては、ご家庭でよく話し合い、持たせる場合

は保護者の管理のもとで使用するなど、適切な使い方が出来るようにしてください。 

情報モラル教育、生活指導、非行防止教室の取組等を進めておりますが、学校単独での対

応には限界がありますので、ご家庭での厳格な決まりを設定するなどの十分な見守りをお

願いします。 

 


